
危険物取扱者試験
【試験日】６月４日（日）
【試験の種類】甲種、乙種（第１類～第６類）、丙種
【願書受付期間】４月１４日（金）～２１日（金）
【願書配布先】消防本部、具志川消防署、石川消防署、

与勝消防署、平安座出張所
【問】（一財）消防試験研究センター沖縄県支部

　　☎９４１－５２０１
※電子申請可能です。詳細はＨＰをご覧下さい！

防災一口メモご寄付ありがとうございます。
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　様　（与那城池味）より５万円の寄付
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　様　（那覇市首里久場川町）より５万円の寄付
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　様　（田場）より５万円の寄付
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　様　（与那城）より５万円の寄付
☆石川地区社交飲食業組合　様より２万円の寄付

うるま市社会福祉協議会へ

☆株式会社キョウリツ様よりミニはしご車（ゴルフ
カート改良）１台の寄贈

うるま市消防本部へ

☆沖縄石油基地株式会社様より市内小学３年全児童と
各学校図書館へ、童話集「童話の花束（ＪＸグルー
プ発行）」１７５０冊の寄贈

市教育委員会へ

平成29年3月1日　　　　　　　　　　　前月比
人　口　　　 １２２，７３０人　　　　　　−２３
　男　　　　　　６１，５４３人　　　　　　−１２
　女　　　　　　６１，１８７人　　　　　　−１１
世帯数　　　　 ５０，４６６戸　　　　　　＋３４

うるま市の人口

消防活動状況（平成29年2月）

救急出動件数…………………… 576件（1,145件）
搬送人員………………………… 520人（1,050人）
火災件数…………………………… 16件 　  （19件）

（　）は平成２9年１月からの累計。

市の情報を毎月5日に配
信します。友だち登録
は左記のＱＲ、または
公式アカウント検索で

「沖縄県うるま市」と検
索ください。

広報紙を電子書
籍で閲覧できる
アプリです。左記
のＱＲコードより
ダウンロードくだ
さい。

市公式 L I N E アプリ マチイロ

自助、共助、公助とは？
大規模災害発生時には、救援・救助機関である行政等も

被災する可能性があり、災害時に被害を最小限にするため
には、「自助」「共助」「公助」が、お互いに補完し合うことが
大切です。

【自助】市民一人ひとりの行動
「自分の身は自分の努力によって守る」という基本的な

考え方に基づき、日頃から災害に備え、その準備をしてお
くことが何より大切です。

【共助】お隣近所や地域での助け合い　　　　　
災害の規模が大きいほど、公的機関の迅速な支援には限

界があります。「自分たちの地域は自分たちで守る」という
隣保協同の精神に基づき、地域が組織的に助け合うことが
被害の拡大を防ぎます。日頃からお隣近所や地域で声を掛
け合い、交流を深めておきましょう。

【公助】公的機関の救助活動
個人や地域の力では解決できないことについては、公的

機関が担います。公的機関の具体的な活動は、救助活動や
医療の確保、行方不明者の捜索、支援物資の調達・配布、
避難所や応急仮設住宅の確保、復旧・復興に関する取り組
みなどがあります。

市では、39自治会37団体（平成29 年2 月末現在）の自主防
災組織が自治会を中心に結成され、災害に備えた活動に取
り組んでいます。

広報紙の配達に関するお問い合わせは各自治会まで

宝くじ助成事業で消防団活動備品を整備しました。
消防団は、宝くじの社会貢献

広報事業として、宝くじ受託事業
収入を財源として実施しているコ
ミュニティ助成事業の一環として、
活動備品(ショベル４０本、カナテ
コ８本、万能オノ４本、救助工具
セット１式、ＬＥＤランタン６個、簡易テント２張り)を整備しました。

近年、大雨や台風などでの土砂災害等も増加し、消防団員
の災害活動も増加傾向にあります。今回、整備された当該活
動備品を活用し、うるま市の防災体制もさらに強固になるもの
と期待されます。
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